
 平成３０年度 第３９回山形市民文化賞の受賞者について 

 平成３０年度 第３９回山形市民文化賞の受賞者を次の５人の方に決定いたしました。 
（年齢は記者会見時の年齢です）

氏名 年齢 活動分野 活動年数 住所 

佐藤
さとう

 章夫
あきお

７６歳 
能楽 

（緑鳳会） 
５０年以上 南館 

功績： 長年にわたり能楽、謡曲に精励するとともに、後進の指導育成に尽力し、自身も緑鳳会の会長や南沼原地区謡会

の会長を務め研鑽を積むなど精力的に活動を続けている。 

県内各流派・各会で組織する山形県能楽協会の発足当初より「山形能」の開催に携わり、現在は同協会の理事として会

の運営に貢献している。 

市芸術文化協会理事として能楽のみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

酒井
さかい

 惠
え

美子
み こ

（酒井
さかい

 伶
れい

松
しょう

）
７９歳 

邦楽／箏 

（山田流） 
４０年以上 円応寺町 

功績： 長年にわたり山田流箏曲に精進し、これまでに多くの舞台での演奏活動を精力的に行っているほか、現在は山

形三曲協会常任理事を務めるなど山形県内における邦楽の発展に尽力している。 

多くの事業や演奏会の開催に尽力し、また、高齢者施設での慰問演奏会を行うなど邦楽の普及に寄与している。 

市芸術文化協会幹事を務めるなどして、邦楽のみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

小山
こやま

 雅子
まさこ

（小山
こやま

 雅
が

崇
しゅう

） 
７４歳 

華道 

（池坊） 
５５年以上 吉原 

功績： 長年にわたり華道に精励しており、これまでに多くの弟子を育成している。 

池坊山形支部の支部長など役員を歴任し、現在は同支部の顧問として支部の中心的な存在として支部のまとめ役として

も同支部の発展に寄与している。  

また、山形県華道文化協会においては会長職を務め、花展など多くの行事を開催し、現在は同協会の相談役として会の

運営に携わっている。 

市芸術文化協会常任理事として、華道のみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

木村
きむら

 敬子
けいこ

（木村
きむら

 宗
そう

敬
けい

）
７５歳 

茶道 

(裏千家) 
５５年以上 蔵王成沢 

功績： 昭和３７年に茶道裏千家に入門以来、長年にわたり茶道に精励し、芸文協総合展覧会など各方面での呈茶を行

うなど茶道の普及に尽力している。 

茶道裏千家淡交会第５５回第５６回東北地区大会開催に際しては、副幹事長として事業の中心的な役割を担うほかに、

鈍翁茶会、宝紅会月釜、宝紅庵や山寺芭蕉記念館での市民の茶会をはじめ、各茶会の成功に寄与している。 

市芸術文化協会幹事として、茶道はのみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

三沢
みさわ

 淺
あさ

次郎
じろう

７８歳 
郷土芸能 

（田植踊） 
４０年以上 蔵王成沢 

功績： 昭和４９年に再開された成沢田植踊保存会に入会し、以後今日まで同団体の中心的な立場として団員の指導か

ら会の運営まで積極的に行い、郷土芸能の普及発展、後継者の育成など団の発展に多大な貢献を果たしている。

また、平成２２年から平成２８年までは蔵王地区民俗芸能連合会の会長を務め、蔵王地区全体の民俗芸能の保存継承、

発展に尽力した。

※  表彰式は、２月２日（土）午前１１時から山形グランドホテルにて行います。 

【参考】この賞は、本市の文化活動の一層の振興を図るため、長年、その道一筋に精励し、又は伝承を継承し、その功績が

顕著である方々を表彰するもので、昭和５５年に創設されています。   担当：企画調整部文化振興課（内線６３８） 

平成３１年１月７日

市長記者会見資料





山形市と株式会社モンベルとの地方創生の推進に係る
包括連携に関する協定の締結について

 相互に連携を図り、双方の保有する資源を有効に活用することにより、山形市

における地方創生に資することを目的に、株式会社モンベルとの包括連携協定

を下記のとおり締結いたします。

１．協定を締結する会社

  株式会社モンベル

２．日 時

   平成３１年１月１８日（金） 午前１０時～

３．場 所

   市庁舎３階 庁議室

 ４．出席者

   株式会社モンベル  代表取締役会長 辰野 勇 氏  他

   山形市       市長      佐藤 孝弘   他

５．内 容

  協定書署名、挨拶、写真撮影

６．連携及び協力事項

(1）自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること 

(2) 子どもたちの生き抜いていく力の育成に関すること 

(3) 自然体験の促進による健康増進に関すること 

(4) 防災意識と災害対応力の向上に関すること 

(5) 地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による地域経済の活性化に関 

すること 

(6) 農林水産業の活性化に関すること 

(7) 高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関すること 

平成３１年１月７日

市長記者会見資料

問合せ先

企画調整課 政策調整係 

℡６４１－１２１２ 内線２２０



ＦＩＳスキージャンプワールドカップレディース２０１９ 

蔵王大会の開催について 

１．開催日時 平成３１年１月１８日（金）・１９日（土）・２０日（日） 

２．開催場所 クラレ蔵王シャンツェ（山形市蔵王ジャンプ台） 

３．種  目 １月１８日（金） ノーマルヒル（HS １０２）個人戦 

１月１９日（土） ノーマルヒル（HS １０２）団体戦※ 

１月２０日（日） ノーマルヒル（HS １０２）個人戦 

４．実施要項 １月１８日（金） 試技開始 １６：００ 競技開始 １７：００ 

表彰式 競技終了後 

１月１９日（土） 試技開始 １６：００ 競技開始 １７：００ 

表彰式 競技終了後 

１月２０日（日） 予  選 １４：４５ 競技開始 １６：００ 

表彰式 競技終了後 

５．表  彰 １月１８日（金） １位より３位まで表彰 

１月１９日（土） １位より３位まで表彰 

１月２０日（日） １位より３位まで表彰 

６．公式練習 １月１７日（木） 公式練習 １６：００ 

７．主  管 公益財団法人全日本スキー連盟、山形県スキー連盟 

スキージャンプワールドカップレディース蔵王大会実行委員会 

８．共  催 国際スキー連盟、公益財団法人全日本スキー連盟、 

山形県スキー連盟、山形市、山形県教育委員会、 

山形市教育委員会、山形市スキー連盟 

９．後  援 公益財団法人山形県体育協会、公益財団法人山形市体育協会、

蔵王温泉観光協会 

平成３１年１月７日 
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１０．協  力 陸上自衛隊第２０普通科連隊（平成 30年 11月 22 日協定書締結） 

１１．その他 参加国 １２ヶ国（予定） 

       参加選手数５０人（予定） 

       競技役員数 １月１７日（木）公式練習・予選 １８０名 

１月１８日（金）個人戦 １８０名 

１月１９日（土）団体戦 １８０名 

１月２０日（日）個人戦 １８０名 

       レースオフィス  山形市スポーツ保健課（大会期間前） 

               クラレ蔵王シャンツェ（大会期間中） 

０２３－６９４－２５０２ 

※団体戦について 

  女子ワールドカップでの団体戦は 2017/2018 シーズンから導入され、

2018/2019 シーズンは日本（蔵王）で１試合、2月にスロベニアで 1試合開催

される。 

昨シーズンはドイツ大会、蔵王大会で日本チームが優勝した。 

（伊藤 有希、岩渕 香里、勢藤 優花、髙梨 沙羅） 

○団体戦のルール 

  １チーム４名のジャンパーが４組に分かれ２本ずつ飛び、その合計点数で

競われる。 

 １チーム４名を４組に分け、各組ごとにゲート位置などの設定が行われる。 

問い合わせ先 

教育委員会スポーツ保健課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６３４ 







第１０回 さくら咲くやまがた 冬のさくらキャンペーン２０１９ 

１ 目 的 

山形市の魅力ある地域資源（お宝）であり、山形県が全国一の生産量を誇る、冬に咲

く「啓翁桜」を多くの方々から親しんでいただくため、中心市街地のホテルや観光施設

等に啓翁桜を展示・紹介するとともに、啓翁桜を活用したオリジナル料理の提供等を行

うキャンペーンを開催することにより、山形の冬の魅力を県内外に向けて情報発信する

とともに街なかの賑わいを創出する。 

２ 開催時期 

１月１２日(土)から２月２８日(木)まで    

【キックオフイベント】 

  ①日時 平成３０年1月1２日（土）午前11時～ 

②会場 霞城セントラル １階アトリウム 

  ③内容 やまがた舞子の演舞、嚶鳴女声合唱団（県立山形西高ＯＧ）の合唱、 

桜茶・甘酒の振る舞い、啓翁桜プレゼント（先着100名）など 

３ 主 催 

  冬のさくらキャンペーン実行委員会／山形市 

（ホテル協会加盟ホテルや中心市街地観光文化施設等） 

４ 会 場 

  冬のさくらキャンペーン参加施設 

  ①山形グランドホテル     ②ホテルメトロポリタン山形  ③ホテルキャッスル 

④山形七日町ワシントンホテル ⑤山形駅西口ワシントンホテル ⑥山形国際ホテル 

⑦山形まるごと館 紅の蔵    ⑧水の町屋 七日町御殿堰    ⑨山形まなび館 

⑩七日町商店街振興組合の協賛店⑪山形市役所  

５ 内 容 

  “冬に咲くさくら”啓翁桜の展示、桜や春をテーマとしたオリジナル料理の提供、 

ベニちゃんクイズなど。 

このキャンペーンは、山形の四季折々の「お宝」をＰＲするため、季節ごとに街なか

に「花」を展示し、それを活用した「食」を提供することで、街なかに人を呼び込み、

賑わいを創出しようとするもので、夏の「紅花」、冬の「啓翁桜」をＰＲするため実施   

するものです。 

６ 後 援 

山形県村山総合支庁／（一社）山形市観光協会／山形市中心商店街街づくり協議会 

平成３０年１月７日 
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問い合わせ先 

商工観光部山形ブランド推進課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４１３ 







山形市伝統工芸産業後継者育成対策プロジェクト

ガバメントクラウドファンディングの結果について

１．結果について

  ●目標額    ２，０００，０００円

  ●期 間    平成３０年１１月９日(金)９：００～平成３０年１２月３１日(月)２３：５９

●合計寄附金額 ２，８２９，９４６円

  ●達成率    １４１．５％

●寄附件数   １６０件

２．寄附の使い道について

 山形市が取り組む伝統工芸産業後継者育成対策事業費の一部に充当します。

（１）伝統的工芸産業後継者育成助成金（Ｈ３０年度予算：８００千円） 

山形市の伝統工芸産業の事業者が新規雇用など後継者を育成するための事業を行う場合に、

その事業者に対し育成経費の一部を助成します。 

    ○Ｈ３０年度補助金交付決定事業者 ・清光堂工芸社【山形鋳物】 

・菊地保寿堂 【山形鋳物】 

○事業進捗：修業者（就業後 5 年以内で、満 40 歳未満）は上記交付決定事業者において伝

統工芸の技術習得を目指し修業している。2名ともやりがいを感じており、さ

らなる技術の向上を目指し意欲的に取り組んでいる。 

 （２）職人と学生の交流事業（Ｈ３０年度予算：３９５千円） 

山形市の伝統工芸産業に携わる職人とものづくりを学ぶ東北芸術工科大学学生との交流の

機会を創出し、ものづくりに対する思いや発想に基づいて意見を交わすことや連携して作品

を製作する活動などを通じ、事業者の技術承継機運を高め、後継者育成の推進を図ります。 

○事業進捗：職人と学生の交流の機会の創出としてブレインストーミングを開催し、職人と

学生が連携して伝統工芸技術を用いた新しい製品の開発に取組んだ。伝統的工

芸品まつりにおいて新製品の販売を通じ、来場者から意見をいただくとともに、

芸工大生による交流事業の紹介を行った。 

 （３）伝統工芸産業修業者支援給付金（Ｈ３０年度予算：１，５００千円） 

山形市の伝統工芸産業のうち、同一業種の事業者が３者未満であり、早急に事業の承継に取

組むべき業種の事業者（漆器、特技木工、鋸、和傘）から技術承継を図る場合に、その修業

者に対し、給付金を交付します。 

    ○Ｈ３０年度給付金交付決定業種：和傘【古内和傘店】 

○事業進捗：修業者は古内和傘店において技術を承継するべく取り組んでいる。現在ではミ

ニ和傘の骨組み、和紙貼りまでの工程について学んでおり、今後はミニ和傘の

仕上げを行っていく。番傘や蛇の目傘などの複雑な工程もあるが、技術を承継

し和傘の魅力を伝えていくため意欲的に取り組んでいる。

平成３１年 １月 ７日 
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【問い合わせ先】 

商工観光部 山形ブランド推進課ブランド戦略グループ 

ＴＥＬ：023-641-1212 内 412 


